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「登校拒否」 原因論の 変遷に関する言説論的考察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 田川　隆博 （名古屋大学大学院）

Lは じめ に

　登校拒否は 1980年代以降、教育問題の 中心的 ト

ピッ ク の 一
っ で あり続けて い る。近年、言説論的

（あるい は構築主義的）関心の広が りに ともな っ

て、そ うした関心か らの登校拒否研究も一定程度の

蓄積を見せ て い る 。 そ こで は、言説の創出 ・保存 ・

流通に ともな う登校拒否の 問題化の プ ロ セ スや 、 そ

の言説の社会的影響力や制度的 ・実践的帰結とい っ

た点が主として 論じられ てきた。

　 しか し、ある言説がカを持ち、漆通 して い き実践

を導 くとい っ た、い わば可視的な状況 に比べ る と、

その 問題化の 過程で隠蔽され て い る こ とが らに つ い

ては それほ ど関心が払われて こ な か っ た 。 い い か え

れば、言説 の現実 （闘題｝構成的圜面に つ い て は多

く論じ られ て きて い る もの の 、言説の 現実 （問題）

隠蔽的側面 につ い て は、登校拒否問題につ い て は こ

れ まで十分に諭 じられ て きて は い ない 。 しか し 、 今

津 〈1997）が フ
ー

コ
ー

の ロ ジ ッ クを参照 しつ つ 述べ

て い るように、言説が、聖性が付与され、語るこ と

が自明視 され るよ うな言葉であるな ら、自明視され

る もの の背後にひそむ、ある い は隠れて い る問題に

目を向ける こ とは重要で ある。こ こ に注目する こ と

で、構築される問題にはたらくポリテ ィ ク ス の 分析

が より明確な もの とな る と思われ る し、一
連の 問題

の ト
ー

タル な記述
・
分析ができる ようになる と考え

られるか らで ある。

　 以上 の ようなこ とを念頭におきながら、本報告で

は、次 の ように課題 を設定 した い ．

　心 理学者や精神医学者の 報告や論文の 事例を見て

みると、きっ かけ （誘因〉や症状 ， 生活に、登校拒

否の 事例が 報告され始めた1960年代か らあまり劇的

な変化が 見られない 。 神経質さや過保護な養育態

度、家に こ もりがちな生活など、類似する点は多
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い。 しか し、 事例がそ うした類似性をみせ つ つ

も、その解釈枠組みは変化を見せて い る。すなわ

ち、登校拒否の 原因帰属は、新聞等の マ スメデK

ア で は、子ども・家族か ら学校 へ と変化 して い る

こ とが読み とれ る。本報告では、1970年代後半以

降の登校拒否の そ うした原因帰属 （言説）の変化

に注目し、原因帰属が個人 ・家族→ 学校へ と変化

するなか で隠 された （隠れて い る） 問題を考察

し、それ に よっ て今後の 登校拒否問題の分析に向

けて ささやか な問題提起を試みたい 。

2．言論ス タイルの変化

　日本で 登校拒否が陽題とされる ようにな っ たの

は ．1950年代後 半の こ とで あるn そ の 当時は 「学

校恐飾症 」 とい う言葉が使われる の が
一般的で

あ っ た。こ の 言葉は欧米 の精神医学 の研究か ら取

り入れ られ 、翻訳され た もの で ある 。 そ して

〈症〉 とい う字が示すよ うに、学校恐怖症は病い

であるとい う解釈を表 して い る。そ して 60年代か

ら70年代初頭に かけて の 時期は、原因が子どもの

パ ー
ソナ リテ ィや親の養育態度などに婦属 され

た。しか し登校拒否は 、 1970年中頃か ら、 原因が

学校を軸として 語られるよ うにな っ て い く。その

背景に は、直接的に は 登校拒否を行う児童生徒数

の増加、学校因に言及する諭文 ・報告の増加があ

り、 状況的に は 、 高校進学 の 自明化 、 大学の大衆

化、学歴社会の進展などによる人 々 の教育に対す

る神経過敏、学校を舞台とした青少年問題の噴出

が あげ られ よう。そ して 、 その 原因帰属ス タイル

の移行とともに、マ ス コ ミで も注目度が高くな っ

てい き、内容につ い て も、症例 ・治療実践報告、

現状報缶、親 ・教師 ・専門家へ の イ ン タビ ュ
ー、

論評 と多様化する． そ して こ の 時期 、 児童精神科
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医以外の 文部省などに よるさまざまな登校拒否に対

する対応が実践 として模索され て い く。

　全国的に登校拒否の 子どもが増え始め、日本の 学

校教育や教育制度が さまざま に 批判 されは じめてい

くなか で 、登校拒否も日本の 教育の 「荒廃」 の
一

つ

として語られて い き、社会問題化して い くことにな

る。学校因を重視する研究や主張 の ほ とん どは わが

国か ら出され て い る。しか も、それ らは、登校拒否

を、日本の 学校教育の 構造的特質か ら生み出される

病い ととらえる こ とが少なくない。こ うした原因帰

属ス タイル の変化は、学校批判へ と転化して い くe

その変遷 （図1）をまとめると、問題の 次元が、子

どもの 「役割亅 遂行能力を問 う次元か ら学校の 「役

割」 遂行能力を問う次元 へ 変化して い る こ とを示 し

て い る 。 こ の 移行は い きお い 学校批判を噴出させ る

こ とに なる。

3．家族 ・子どもの ブラッ クボッ クス 化

　学校原因論の広が りで、　「かまん できない 子ど

も」 「耐性のない 子ども」 とい うとらえ方は大きく

後退した e

　実数値に関 して は 「激増」 して い る し、きわめ て

多くの 子どもが登校拒否を行 っ て い る 。 しか し、出

現率で みれば，2クラ ス に1人ほ どの 登校拒否を ど う

解釈するか には もっ と注意が払われ て よい の ではな

い だろ うか。こ の 数値を多い とみ るか少ない とみ る

か は意見の 分か れ る とこ ろで ある e もちろん公式統

計にあ らわれな い グ レ
ー

ゾ
ー

ンを入れ ると．こ の数

値ももっ と大きい もの と考えなければな らない だろ
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園1 登校拒否に鬪する新聞記事内容の変遅

う。し か し 、 こ の 2クラス に1人程度とい う出現率

か ら見て、ほとんどの生徒が学校に通 っ て い るの

だ とする と、これらの登校拒否児童生徒たちが学

校の構造的病 い に よっ て 生み 出され る とする とら

え方には留保が必要ではない だ ろうか。た とえ

ば、集団生活になじみに くい ナイーブな青少年が

増えた と解釈する こ とも可能なわけで あ る。それ

は近年、友人関係の 悩みで登校拒否になるケ
ー

ス

が多い とする報告がなされ てきて い ることとも関

連して い るだ ろう。

　こ の よ うな子どもの パー
ソナ リテ ィ や家庭の し

つ けとい う解釈可能性があるにもかかわ らず、 そ

のようなとらえ方が背後に退い て しまっ てい る

が、学校原因とい うムードの広が りは、かえ っ て

適切 なケアをとらせなくなる可能性があ るとい う

こ とが指摘で きる。実際世界的に使われて い る精

神障害分類診断手引DSMIII−R やWHO の診断基準

ICDIO には、学校恐怖症や登校拒否の 独立項目は

ない 。それは、こ れ らの 用語で 呼 はれ るもの が、

多くの 要因の絡まりあい で あり、 症 状も多様で

あっ て 、 学校恐怖症とか登校拒否を個々 の臨床単

位 として対応するより、症状に応じたケ ア を目的

として い る か らで ある。もちろんDSMIII−Rや

ICDIO に つ い て の批料もあるが、学校原因の世諭

の広まりには注意が必要で ある とい うことは指摘

できよう。

似 下 の 検討，文献注等に つ い て は 当 日発表に ゆずる。

図2　登校 拒 否 ・不 登校 の 籍の 用 い られる 記 事 数 の 変 化

　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔デ
ー

タ 「朝 日 新聞 」）
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